
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

基盤研究(B)（一般）

2014～2011

日本版包括的アプローチと生徒指導・教育相談研修プログラムの開発的研究

Developmental research of Japanese comprehensive school guidance and counseling 
approach and teacher trainning program

８０３６３０００研究者番号：

栗原　慎二（Kurihara, Shinji）

広島大学・教育学研究科（研究院）・教授

研究期間：

２３３３０２０４

平成 年 月 日現在２７   ６ ２６

円    15,000,000

研究成果の概要（和文）：研究グループは，平成23年から26年度まで，生徒指導に関わる日本版包括的アプローチと教
員研修プログラムの開発的研究（科研番号23330204）を行った。開発したモデルについては，一次的生徒指導から三次
的生徒指導までを同時的・多層的に展開するモデルで，マルチレベルアプローチと命名した。また，その実践を可能に
するための教員研修プログラムも開発した。実践については，全国の７行政団体と協力して取り組んだ。その結果，A
市では，中1不登校66.4%減，いじめ発生率は全国の22%といった成果を得た。

研究成果の概要（英文）：The study group performed a developmental research of Japanese comprehensive 
school guidance and counseling approach and teacher training program from 2011 to 26. The model which we 
developed was named Multi-level approach. This is Japanese version of Comprehensive School Guidance and 
Counseling Approach，the CSGCA. In MLA, we emphasize to clarify the objective of intervention in each 
tiers. The firstaim is to train the students to grow stronger. The second aim is to build mutual support 
skills and relationship skills. The third aim is to support through the child’s difficulty. In MLA, we 
emphasize on fulfilling the students needs intentionally, systematically and simultaneously throughout 
the program. In addition, we developed the teacher training program to enable MLA into practice. We 
implemented MLA in 7 areas. As a result, in one city, the occurrence rate of school refusal decrease 
66.4%, and the occurrence rate of bullying remain 22% of national level.

研究分野：学校臨床心理学

キーワード： 学校教育相談　包括的生徒指導　マルチレベルアプローチ
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１．研究開始当初の背景 
文部科学省の調査によれば日本国内におけ

るいじめ，不登校，校内暴力の発生件数は，

調査方法等の差異はあるものの，少なくとも

この 10 年間の調査結果を比較しても数値の

改善はほとんど見られず，現在に至るまで教

育現場はこうした問題解決に有効な手を十

分に打てないままでいる。こうした現状の改

善に向け，学校適応促進のための手法は，能

力開発的なものから対処療法的なものまで，

すでにいくつも開発・実践され，その効果検

証も行われている。しかし，学校の多様な問

題を解決するには単一のアプローチでは困

難で，複数のアプローチを統合的に展開する

必要がある。ただ，その実現には，実践を可

能とする教員研修の充実や学校や教育委員

会との緊密な連携協力が前提となるため，実

現には多くのハードルがある。また，統合的

アプローチは何が効果を生んでいるのかを

峻別するのが困難なため学術的な研究には

なじみにくく，そのために，これまでに国内

で行われた実践や研究は少ない。 

 
２．研究の目的 
こうした生徒指導・教育相談上の課題に対し

て海外の先進地域では全児童生徒対象の開

発的支援である 1次的支援と，一部の児童生

徒への集中的支援である 2 次・3 次的支援を

統合した包括的アプローチ（Comprehensive 

School Counseling and Guidance Approach，

以下，CSCGA）が実施され成果を上げている。

そして，その実践の基盤となる教員研修プロ

グラムも開発・実践されつつある。そこで本

研究では，こうした海外の先進的な取り組み

を調査しつつ，日本の現状に即した CSCGA で

は，1 次的支援から 3 次的支援までを多層的

に，かつ学校教育の多領域の中で同時展開し

ていくことを志向する日本版 CSCGA を開発

すること，また，その実践を可能にする教員

研修プログラムを開発する。 

 

３．研究の方法 
１）海外視察と海外の研究者との交流 

２） 国際生徒指導シンポジウムの開催によ

る実践と研究の交流 

３） 研究グループメンバーによる討議とプ

ログラム開発（数回の合宿） 

４） 複数の市町でのプログラムの実践 

５） 実践地域からのデータの収集と評価

（アンケート及び意見聴取） 

６） 実践プログラムと研修プログラムの改

善 

 
４．研究成果 

 MLA の実践は，岡山県総社市，山形県米沢

市，岐阜県岐阜市，兵庫県加古川市などが本

格的な導入を行った。これ以外にも沖縄県宜

野座村，金武町，本部町，宮城県石巻市，兵

庫県尼崎市なども部分的ではあるが，MLA の

一部を取り入れる取組を行った。その結果で

あるが，最も早く MLA に取り組んだ岡山県総

社市では，中 1 不登校 66.4%減，いじめ発生

率は全国の 22%，総社警察署管内の中学生の

検挙・補導件数が 93％減などの高い成果を上

げることができた。一方，教員研修について

も，インタビューに基づく質的研究の結果，

教師効力感の改善や意欲の改善を示す結果

が得られた。 

 一方で，不登校は確かに 40％程度出現率は

減少したが，そこで頭打ちになるなど，取組

の難しさも明らかになった。また，教員研修

については，トップダウンのスタイルをとっ

たが，教師の主体的な動きにしていくことな

どについては課題が残されている。 

 実践プログラムの成果ははっきりとした

数値となって表れたといってよいだろう。た

だ， 教師の力量形成についての分析につい

ては，まだ十分ではない。今後，集められた

データをさらに詳細に分析し，教員研修のあ

り方についての示唆を得る予定である。 
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